
統合新病院整備事業

～建設費の高騰等が与える今後の工事費への影響について～

伊丹病院統合新病院整備推進班

令和6年(2024年)6月24日

市立伊丹病院検討特別委員会



1) 工事費増嵩の見込み（当初想定 R4.12特別委員会 時点）

今後の物価上昇への

対応として約40億円

(39.3億)を想定

令和3年9月～令和4年

9月の実績上昇率を基

に算定

令和4年12月2日 第2回市立伊丹病院検討特別委員会資料抜粋
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予測① 【最大】 12.0P/年平均

予測② 【実績】 8.4P/年平均

予測③ 【当初予測】 7.9P/年平均(令和3年9月～令和4年9月)

建設費指数(2015年=100)（一社）建設物価調査会 病院.大阪.RC,工事価格

建設物価調査会建築費指数
予測グラフ（令和6年4月以降）
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当初予測 7.9 P/年 平均(令和3年9月～令和4年9月)

建設費指数(2015年=100)（一社）建設物価調査会 病院.大阪.RC,工事価格

【実績】年平均8.4P/年 上昇想定

+8.4P/年
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予測① 【最大】 12.0P/年平均

当初予測 7.9 P/年 平均(令和3年9月～令和4年9月)

建設費指数(2015年=100)（一社）建設物価調査会 病院.大阪.RC,工事価格

【最大】年平均12.0P/年 上昇想定

+12.0P/年

建築費指数の直近推移に基づき、上左グラフのとおり、建築費指数の今後の見通しを予測。

当該予測に基づき、スライド条項が適用された場合の工事費に与える影響額を試算。

試算の結果、前頁の当初想定額(約40億円)より、さらに10～26億円程度の工事費増額の可能性。 2

2) 建築費指数の今後の見通しと工事費に与える影響額の試算

予測①

予測②

予測③

工事費影響額

➡ 約66億円

(当初比較 ＋約26億円)

工事費影響額

➡ 約52億円

(当初比較 ＋約12億円)

工事費影響額

➡ 約50億円

(当初比較 ＋約10億円)

工事契約時

令和5年2月, 

121.1

令和6年2月, 
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予測③ 【当初予測】 7.9P/年平均(令和3年9月～令和4年9月)

建設費指数(2015年=100)（一社）建設物価調査会 病院.大阪.RC,工事価格

【当初予測】年平均7.9P/年 上昇想定

+7.9P/年

直近
工事契約時 直近
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1. 建設工事価格の継続的な高騰

I. 労務コストの上昇

① 公共工事設計労務単価の上昇

② 人手不足

③ 働き方改革の推進

II. 資材コストの上昇

① 円安

② 電気料金の高騰

③ 世界情勢不安

④ 物流の2024年問題

III. 設備工事費の上昇

① 半導体工場とデータセンター

の建設ラッシュ

2. 継続費年割額の変更による残工事費の増額

工事の進捗状況を反映した結果、スライド条項適用後の

工事費算定の基準となる残工事費が増額するもの

3) さらなる工事費増嵩の可能性の要因

令和6年(2024年)第1回市議会定例会議案(1) 議案第5号 令和5年度伊丹市病院事業会計補正予算(第1号)抜粋


